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偏向ヨーク付14形カラー受像管の開発
Development of Color Picture Tube AssemblY

With Neck Components Affixed

Rece州y･a bipote=ti∂lfoc=S tyPei=仙e tvpe electron g==featu==g high

P｢eCision pe｢fo｢ma=CeWaS developed∂tHitachi･l=thiseIectro=g=nadeflection

yoke having speciaIm∂gneticfie】d distributionis combinedw托h threeeleclrodes.

The pictu｢e tube uslng this new e】ectron gun attains f∂r better reso山tion than

COnVention∂ltubes of simila｢size.and withitsstripescreen structure了tprovides

highlvclea卜CUtPICtureqU∂lttv.

Aslo･byemplov-ngneWlvdevelopedcemenて-=gteCh=iq=eSWithhighreliabi】ity

Hitachisucceededi=developing a14type什C(htegrated Tube Component)

featu｢lng high co10r Pur托yandcolormatchingquaHv.Thenewachievementhas

al｢e∂dvbeencommercialized.

u 緒 言

今回開発したITC(1)(Integrated Tube Components)と

呼ぶ偏向ヨーク付カラー受像管は,1972年にアメリカRCA

社より発表されたものにその端を発してしiる｡これは′受像管,

偏向ヨークの個々の動作原理については,特に本質的に日新

Lし-というものではないが,その組合せ方,考え方などは/卜

後のカラ【受像管の姿をホ唆するものであり,従来ばく然と

考えられてきたものを具体的に実現したものと言える｡この

ITCとし-う考え方は,ノ午後種々の形におし-て発展するであ

ろうカラー受像管システムの新しい節･一歩となるものである｡

ITCの特長は後述するように,ダイナミック コンパーゼ

ンス装置をいっさい不要とするとともに,受像管メーカーに

おいて,偏向ヨーク,マグネット アセンブリーの取付け,

調整を行ない,セットメーカーではカラー受像管の使用に際

して,3電子銃の動作ノご‡を選ぶだけで,白黒受像管とほぼ

同じ取扱いで済むようにさせたところにある｡この結果,セ

ット組立上の工数低i成,特に熟練者の必要な調整コニ程を排除

できるという大きな特長がある｡更に市場におけるサ山ビス

の容易さ,なによりもその品質の信束副生を高め得るものである｡

/ナ回開発したITCは,同種のものに比較して電子銃の口

径を大き〈 とり,優れた解像度を得てし-る点に特長がある〔)

また,口径を大きくとることにより,電子ビーム間隔が大き

くなり,色ずれが問題になるが,偏向ヨークの適切な子滋界分

布の追究により十分な特件を得た｡ここでは,我々が独自に

これらの特性を追究した結果につき報告する｡

l可 ITCの動作原理と概要

カラー′受像管におし-て,電子ビームをインライン配列とし

水一乍はピンクッション,垂直はバレル磁界の非点偏向耳滋界を

組み合わせることにより,ダイナミックコンパ▼ゼンスを省

略する設計が可能となることは,すでにHutter(2),別所,大石

らにより理論的に解析されている(3)｡ITCはこの基本原理を

利用したものであるが,これに加えて各部品精度のrFり上,偏向
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コイル巻線の精密化,取付精度の向上がその技術的背景とな

っている｡このために,高精度トロイデル巻き偏向ヨーク,

一体化電極電子銃､偏向コイル調整取付機による精密調幣取

付と,その精度を保つために偏向コイルを接着する技術など

が開発されている｡

ITCの具体的構造は,電子銃はバイポテンシャル タイプ

を採用し,ドライブ信号を印加する陰榛以外は,組立精度を

上げるため3電子銃の各電極を一体化し,平行にインライン

配置し,第4グリ ッドをオフセットすることによりスタティ

ック コンパーゼンスを行なっている｡偏向コイルは精度を_L

げるために,フェライトの一体コアに,プラスチックの巻線

溝をモールド成形したリングを接着し,巻線分布による磁界

分布の高い再現性を得ている｡けい光面はハイブリッド タイ

プブラック ストライプ方式(以下,ブラック ストライプと略

す)を採用し,地耳義気の影響を減少させるとともに3色のトリ

オひずみを減じ,ビュりティ裕度と白色一様性の向__L,画面

のシャープネスと【明るさの向上を図っている｡ITCの調整,

接着は,あらかじめカラー虔イ象管のフアンネル部にファンネ

ルリングを接着した後,偏向コイルをZ軸方向に移動しビュ

リティ調整を行なうと同時にマグネットにより,ビュリティ

及びスタティック コンパーゼンス調整を行ないその後,偏向

コイルをⅩ,Y方向に移動し,ダイナミ ック コンパーゼンス

のエラーを‾最小にし,偏向コイル及びマグネットを接着同定す

る｡中央コンパーゼンスの調整は,2校1組の4極及び6極

マグネットで行なう｡中央ビームの干渉による動きが小さく,

調整が谷易であるとともに,望ましい電子ビーム軌道が得ら

れる｡図= はスタティック コンパーゼンス調整J京理を示すも

のである｡このように,従来のようなコンパーゼンス用ポー

ルピースを不要としたため,ITCの全長は従来方式の同サ

イズカラー′受像管(CPT)に比べて約30mmの短縮がなされて

いる｡表1は,今回開発量産化した14形ITCの仕様を示す

ものである｡

*

日立製作所電子管事業部
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図l コンパーゼンス マグネットによるど-ムの動き 新Lし､スタティック コンパーセンスマグネットは,中央ビーム

ヘの影響が少なく調整が容易であるとともに,ポールピースを不要とLている｡

F佃.1Beam Movem引1t by Conve｢qence Maqnets

田 けい光面

けい光血はスロット形シャドー,マスクとストライプけし､うと

面とを組み†ナわせたフ､うック ストライブプ了式を採用Lている-.

これは,′屯J'一ビーム スポット とけいうと体ストライプのレジス

ト レMションは横ノナ向I戊分のふを考えればよ く,補正レンズ

.没.汁r二の自由性が叶‡し,月と.言論印J残乍郎由正成分をゼロとするこ
とができるっ また,縦プJ巾jのレジストレーションを派手比できる

ことによる地石壷ムtその他のビュりティ劣化の牧【勾を減少させ

られること,ビーム配列ひずみが5%と小さ く,阜り三_1二のレ

ジストレ【ション裕J空のi峨少を茸を小にできること,したがっ

て,ミス レジストレーションによる白色一様竹三劣化を末吉小に

でき,十分な白色一一様性を子ミfることができた(つ

内向周辺部におけるレジスト レーション裕度のi城少は,シ

ャドー マスクの熟脹州主によるビュりティの経時変化において

も重大な問題となるが､開発Lた′乏イ象管は光学方式でブラ･ソ

ク ストライプけい光軸を形成しているので,けい光面旨誌光子麦

にシャドー マスクをエッチングしてスロット巾占与を拡大すると

いう+二札ミを除くこ.とができ,したが/ノて,シャドー マスクの

強度を満とさず,熱膨弘之によるマスクのドリフトを軽減する

ことができたとともにマスク変形その他_T程_卜の問題も改発

している｡

本方式のスロット マスクにおいては,マスクのつなぎ部分

によるモアレが重要な特性になるリ スロット マスクによるモ

アレは横に走る単純なものであるがつなぎの縦ピッチを誤る

と比較的日立ちやすいものである._.二のマスクは,構ピッチ

はビームとけい光体ストライプのレジスト レーション弁ミ裕に

関係するが,縦ピッチは全く独立に選べるため伸ば耳とモアレ
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の粂什かごフニれをブ大淀できる｢-.モアレを避ける条件は,電二千

ビーム起イモ練問ド満とマスクつなぎ間隔との関係から十渉の目

+工たないところを選〈ミばよいわけであるか,マスク ピッチ対

ビーム榊ド絹が3:1以上の高次の‾｢渉においてもモアレに人

きく呈iをき管する｡/卜一口JのITCでは,これらの‾｢i歩によるモア

レ本数ができるだけ多くなり,目_立たないようなマスク ピッ

チを進んでいる.J特に,l可内ド小ナと輸出用で走番線本数が異

なる楊†㌻､み過+亡ピッチのマスクを佗トロする必要がある｡

【】 電 子銃

ITCをりミニ呪するには従来のものに比べ 一段と精度を高め

たノ.=注十銃の間ヲ己が不可欠であI),解イ卸空の痛い人Ll径電子レ

ンズと,3うーに/一ビームの不‖互fモミ川東の誤差の少ない組._､工精度を

向_Lきせた一体化てE了一統を開発する必要がある｡一体化て電子

銃にコンパーーゼンス コンペンセータを用い,偏向ヨークのネ

ック側の†砧れ磁束と組みナナわせて,3電子ビ∽ムの偏｢Fり感J空

を
一致きせ自動的にダイナミ ック コンパーーゼンスをとる機能

が付加されている｡

開発Lた電‾f一銃では,新しい偏向ヨ∽クの開発により,中

央の1五-ナビームと両側の1豆-√ビームの間隔を大き くすること

かできた__､電子ビームの間隔は6.6mmとL,この結果,主レン

ズの南径(内径)は6.OmInと大きくな1),またフォーカス電極を

土長くでき倍率を低下させることが可能になった｡その他,ハ

ローの輝度を低くしたプレフォーカス レンズ系を用いてブルー

ミングを少なく し,かつ主レンズ系の各種収差を補正Lて解

條伎を上げた｡--･般には解像度を_l二げるためにカソード ロⅥ

ディ ングを人きくする方法が有効であり多く採用されている

か,まi命が如くなる傾巾Jは避けられない｡前述の方法をとっ
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表i14形ITC(370BLB22一丁COりと通常14形CPT(370AFB22)の

仕様 ITCにおいては,けい光面,電子銃,ともに新し〈なっており,全長

は約30m巾豆くなっている｡

TablelThe Specけications of the14■'けC and the Convent-

ionalType14′′cpT

項 目 1 370BLB22一丁CO1 370AFB22

用 途 カ ラーテ レ ヒ

電石基偏向,静電集束,シャドーマスク形

方 式

偏冨書芸芸諾
′

電磁集中

‾ト∴光面
l

`ハイプlトソドタイプlフうックマトリックス

プラーちろ言8E妄イブl,リア86%

諾ヒインライン形.△形UPF
構造〔

F電子銃
:補i途 ラグ付′ヾンド補強

偏 向 角 対 角 90 度

全 長

最大径

ネック径

329_6±9.5mm 363,5十9.5mm

3了2,6±3,Om[1 372.6±3.Omm

＋l.5mm
29･l-0.7mm136･5＋l･6mm

6.3VO.了5A16.3VO.9Aヒ
一

夕

l陽極電圧 .6_2｡kV ‾｢‾‾‾‾22.5kV

設
計
最
大
定
格

使

用

例

束集

陽

電 圧

2グリッド電圧

lグリッド電圧;

極__軍___L
l

極 電 圧:

来 電 庄

6.000V

l,000V

＋400V

22kV

3′920､4′6ZOV

】′100V

】′000V

+ニーーーーー一芸
l

+
20kV

75､400V

第2グリッド電圧 445～780V

第lグリッド電圧. 0V

陰 極 電 圧i -60V

偏 向 ヨ ー

ク 表 2 参 照

200V

5了～-125V

OV

卵

ご

‥浪

桝〉

還′.革

たことにより,カソード ロMディ ングは29.1mmネック径△形

電子銃と同一になi)寿命に対する信頼性が高まった｡また,

電極を,一体化することによる精J空向トトにより,3電子銃のな

かのカ ッ

となり,

とができ,

化′完了一統,

トオフう電圧ゴ浸人滋小比は1.35を保証することが可能

ラスタ中心ずれも横±6mm,岸従±5mm以内とするこ

この貢洞整機構を省略できる｡図2はITC用一体

インライン3電了一銃及び△形電了一銃の各写真を示す

ものである｡

二大に解イ象度に閲し側近Lた結果を図3,4,5に示す｡[当

中(A)は今凶開発したITC､(B)は硯二在量産巾の370BFB

22(ダイナミック コンパーゼンスの補止を簡易形にした3電

-r･銃方式インライン,90度偏｢r】1,29.1mmネ､ソク径カラM′乏1像

管),(C)は電子ピーームのr了耶扇の′トさい(5.1mm),主レンズ律

の小さい(内径4.1mI□)電イ∧銃を14形ITCに入れて試作したも

のである｡図3はけい光軸中央部のビーム径を目視にて測三三

したものであり,し､ずれもフォーカス乍昆圧はモノスコープ パ

ターンを用いて､各素子にJ丘=100/∠A流したときの殻良フォー

カス電圧を印加し,陽極電柱は22kVとした｡図4はけい光巾

中央部の水1そ単･一ラスタを,マイクロスポット アナライザを

川いて輝度分布を測定Lたもので,臼視による測定値(図3の

Ed=60V付近)は,図4の輝性分布の木‖対応さの%の位置の輝

線巾副二木‖当している｡,図5は,図4の輝J空分布曲線をフーリ

エ変推して`iE寸銃の同波数特性,つまり空間周波数特件を求

めたものである｡)これらのデ【タから,/ト回開発したITC

用電/一統が長をも解像度の高いことが分かる.⊃

ち･お,偏向ヨークの収差によりサイド ビームの周辺解ノ慢性

が満ちて仝巾フォーカス性が想くなる仰向がある｡ -1股にI

TCではミス コンバーゼンスを目J工たせないために,赤i記r一

統とLて中央の電イ･銃を伺り召しているが,筆者らは偏r｢TJヨー

クのコンパーゼンスキ引生を改善することにより,視感度の■こtノi

い緑電十銃として中央の電イ･銃を使用することを可能とし,

仝巾フォーカス竹三のよい画質を得ている｡

注:･-･･････-(A)

･----(B)

(C)

3

2

(
E
∈
)
鯉
勺
-
山

本⊥

g占:22kV

Ec3:モノスコープパターン

で最良に調整L固定
gc2:260V

ビーム径=半

20 40 60 80 100

Ed(∨)

図2 各種電子銃左より△形,インライン,lTC ITC用電子銃は, 図3 亡オービーム径特性 あらゆるドライブ電圧に対して,一丁C用電子銃

電極が一体化されていて高精度となっている｡, のスポット径が最も小さいことが分かる｡

Fiq･2 Elect｢0n Guns of Va｢ious Confjqrations Fiq,3 Ed vs Beam Size Characteristics
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図4 ビームの輝度分布(化は各ImA) 什C用電子銃のビームが最

も細いことが分かる｡

Fiq･4+uminanoe Distrlbution of Beam(化:lmA)

同 偏向ヨーク

このシステムに用いられている偏向ヨークは,オールトロ

イデル形で前述のような構造を持つP ST(Precision Sta-

tic Troid)と呼ばれているものである｡ITCシステムがこ

の形J(の偏rrりヨークを用いる理巾は,設計的に巻線の分布せ

コントロールすることが答一弘なことと,製作精度を上げやす

表2 偏向ヨークの諸特性 什C用偏向ヨークの特徴は,低インピーダ

ンス,コンパーゼンス装置が不要ということである｡

Table 2 Characteristics of Deflection Yokes

従来形36≠90度

△偏向コイルの例

項＼1＼＼でごイル≒
忘孟雪要語

1

イ

ン

ピ

l

ダ

二/

ス

偏向

指数

水

平

インダクタンス(m叫
0･630

抵

抗(n)i･･28

卜80

2.00

垂

直

インダクタンス(mH) 】.43 19.4

抵 抗(n) 2,Z2 】2.9

17.Z
電力

水 平(mHApp2)17.6

垂 直(nApp2)19,l 8.8

糸巻ひずみ
水 平(%) 4.l 5.4

垂

直(%)】
3.3 5.3

偏向磁界
水 平磁 界 強いピンクッション

J
弱い′ヾレル

形 状 垂 直 磁 界 強し､ノヾレル 弱いピンクッション

〉

偏向コイルアセンブリ

7
卜32

総重量***(kg)
0.775

l

注:事ITC用偏向コイルのインピーダンスは直列接続での値を示す｡
**

加速電圧亡b=20kVにおける値｡

***スタティック コンパーゼンス及びコンパーゼンス基板,取付用

部品も含めた重量｡
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0

5

■
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ー301

注

空間周波数(本/mm)
0･01 0.05 0.10 0.20 0,500.701.00 2.003.00
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(B)

A)3708LB22･･汀C(主レンズ内径6刀mm)

B)370BFB22(主レンズ内径5.5mm)

C)汀C実験球(主レンズ内径4.1mm)

(A)

図5 各電子銃の空間周波数特性 今回開発Lた電子銃が最も優れた

空間周三度数特性をもっている｡

Fig.5 SpatialF｢equency Characteristics of Electron Guns

いことによるものであり,本質的なものではない｡そこで,

山路とのマッチングを考えたセミ トロイデル形偏向ヨークに

よるITCも考えられ,併せて開発を進めている｡表2はこ

れらの偏IrりヨⅥク諸特性を,36¢ネック90度偏向△用サドルヨ【

クと比較してホすものである(,オ【ルトロイデル形偏向ヨー

クがイ氏インピーダンス(特に垂直巻線)なのは,巻数が少ない

ことに起因している｡,また,垂直偏向電力がサドル形に比較

して大きいのは,この形式の偏向コイルでは放熱が良好なた

め鋼量を節約していることによるものである｡

セルフ
コンパーゼンスのJ京理については前述のように,す

でに昭和40年別所ら(2)によって,またインライン配列電子銃の

場合は,水平偏rrり磁界を低いピン クッションニ伏に,垂直偏向

磁界を強いバレルJ状にすることによって達成し得ることが指

摘されている｡実際の場fナ,大きな問題となるのはニュ大収差

の補止と残留ミス コンバーゼンスである｡

本システムにおける二次収差の補正は,電了一統先端部に強

磁一性小汁(コンパーゼンス コンペンセ一夕)を付けることによ

り行なノっている｡コンペンセータの構成は図6に示すような

もので,Aはシールドの効果を持ち,両側のビームを了滋界に

対してシールドする｡また,Bはエンハンサと呼ばれ水平偏

向磁界を中央ビーム付近に集中させる効果をもつ｡

原理的に取り除くことの難しい残留ミス コンバーゼンスは

対角偏向部に生ずるものであり,画而サイズ,偏向角,電子

ビーム間隔と密接なつながりを持っており,三者が大きくな

るにつれ残留ミス コンバーゼンスの量も増加する｡ITCを

設計する場合は,ニのことを十分考慮した総合的判断が必要

となる｡図7は今回開発した14形ITCの場合,偏向ヨーク

の設計的ミス コンバーゼンスを示すものである｡電子ビーム

間隔6.6mmで,二最大ミス コンバーゼンスは0.5mmとなっている｡

また,この偏向ヨークは磁界をひずませているため,磁界

とビームのミス アラインメントに対しミス コンバーゼンス

が大きく変化する｡逆に,本システムでは特別なダイナミッ
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電子ビーム

A(シールド)

B(エンハンサ)

図6 コンパーゼンス コンペンセータ シールドはサイド ビーム

(B,R)の垂直偏向感度を抑えるようにエンハンサはセンタ ビーム(G)の水平

偏向感度を上げるように働く｡

Fi9･6 Conve｢qence Conpe11SatOr

ク コンパーゼンス装置をイJ‾Lないため,コンパ【ゼンス言洞照

は偏向ヨrクとビームのアラインノント朋ヤ器によ/ノて行ない,

朋d.萱さ綬偏r｢りヨ【クを′乏條腎に阿倍する〃1℃をとっている.⊃ 偏

l/りヨークに対するど【ムの偏心とミス コンバーゼンスの関係

は図8にホすとおりである()二の桂のミス コンバーゼンスは

偏ドりヨーク,乍旨-rl統などグ)相性を決;ょする場でナにい長安であ

り,てノミ1祭の域†ナのミス コンバーゼンス レベルはこれらの柿

性と図7にホした設一汁的に残存しているミス コンバーゼンス

の総和となる｡
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(a)偏向ヨークを12時方向に偏心させた場合
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図7 残留ミス コンバーゼンス 設計中心にある汀Cにおいてはミス

コンパーゼンスは最大0.5mmにまで抑えることができる｡

Fig･7 Remaini=g Misconvergence(Wlth the Errors of Deflec--

tiorlYoke and Elect｢0叩Un Eliminated)

田 調整及び接着

ITCは′乏條管メーカーが,高相J空に設吉｢,製j立Lたカラm

一三條管と､高精度に設計L組み立てられた偏ドりヨーークを川い

て調幣,接着川滋し出荷する方式である｡輸送,保管,11叶J･

けはもとより,カラーテレビ セットに組み込まれ,始終願茶

に纏ってか-らのあらゆる使用条件下でも,その精度が十分保

許されている｡二のことは換‾ござすると､設計,製造時におい

て,調照､接前作紫については従来にも呵して高い仁ざ相性が

要求されることにな/1た｡
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(b)疇向ヨークを9時方向に偏心させた場合

図8 偏向ヨークに対するど-ム偏心により生ずるミス コンバーゼンス 偏向]イルが上下方向に

偏心すると赤,緑.青色がねじれるようにまた左右に偏心すると偏向サイズが変わったような色ずれを生ずる｡

Fig･8 Misco=Ve｢genCe Ca=Sed by the Beam Misa■唱nmerlt With Respect to the Deflection Yoke
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図9 川形ITC(左)と従来形CPT(右)

宅

卜TCはコンパーゼンス装置が

不要となり,受像管ネック周辺部が単純化される｡

Fiq.914”lTC(left)and Conve11tionalColour Picture Tube

まずカラM′受像管と-一休のイ扁向ヨ】ク,マグネット アセン

ブリ∽などが批動,衝_り芦により変化しないよう作られている

ことが不可欠の条件となるrJすなわち,F洞彗即寺にはぃ分シャ

ドー マスク及び屯†一銃の熱的安定を回り,外部磁界及び地磁

1もの去与ヱ響,ふんい気条件による呈jをj響を十分考慮したrユ 重た前

述のようにシャドー マスクには熟肢門主主の補正を施し,電十銃

は一体化することによリヒータの熱による機械的変形や,ネ

ック部の高圧電界などにより党_′上するコンパーーゼンス
ドリフ

監
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トを除ユこした｡

成形部品は雉燃性に憧れた梓川旨を用いている｡接着剤は耐

熱,l耐湿,耐‡氏 耐衝撃特作が憤れ,作業件が良好で,かつ

調紫綬無印寺問に同まる熟加野叩仁のポリアミド系樹脂を用し-た(つ

また接石別にも消炎処理を施し,テレビ セットに組み込まれ

てから子真の環】菟条件に卜分耐え,各種の安全規格をカバーし

ている｡図9は14形ITCと従来のカラー′受像管(比較のため

に偏IrtJヨーク,コンパーゼンス.凋整ミュニットを耳丈り付けてい

る)をホすものである｡

l】 結 言

以_l二報告Lたように,偏l｢りヨーク付カラーー乏イ象管を14形に

おいて【補充量産化したr〕特に本間発目標は高解像度にあり,

ほぼその日標にj圭Lている｡/ト後の課是亘としては,大形ITC

のl長日発を子1こL目下鋭意研究l朔ヲ邑を続行中である｡

終わりに当たり偏｢r】jヨーク､二接着剤の開発で多‾大の御援肋

いただし､たLJ立製作所横浜研究所,同日良二研究所の各位に深

謝の意を表わす次節であるり
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カラー受像管製造用不連続面補正レンズ
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カラー′安保管の全良を寒7淵占し,カラーテ

レビをコンパクト化するためには､′豊條管

のf扁向角を大き〈することが最も効果的で

ある｡しかし一方では.偏向角の増大は偏

向電力,フォーカス,コンパーゼンス,カ

ラービュリティなどの点で技術的な問題を

ひき起こすものである｡なかでもカラービ

ュリティの問題は鼓も困難なものであるが,

以下に述べる新しい補iEレンズはこの問題

を根本的に解決しようとするものである｡

補正レンズは通常カラ”′受像管のけい光

体露光工程において,電子ビームの軌跡を

光ビームで近似させるために用いられるも

のである｡従来の補正レンズは,その表面

が滑らかな面でできており,またそれがゆ

えに補正には限界があり,完全な補正を行

なうことができなかった｡そしてこの補正

不可能成分は,偏向角の増大とともに急激

に増大し､例えば20形110度偏向の場合に

は我々の経験では残留誤差を50〃m以下に

することは不可能になる｡

このような連続面レンズの誤差補正の限

界を乗り越える方法として,我々は不連続

面補正レンズを開発した｡この新しいレン

ズの表面は数百偶のセグメン‾トに分1刊され

ており,それぞれのセグメントは8mmx8

mの大きさをもち,また,それぞれ定めら

れた傾斜をもったものである｡従ってレン

ズ全体としては不連続面となり,一椎のフ

レネルレンズを形成することになる｡個々

のセグメントは互いに独立しており,隣接

セグメントの影響を全く受けない｡それぞ

れの面の傾斜はけい光面の対応する部分の

ランディング誤差を修正する屈折角によっ

て決められている｡

補正レンズの材料としては従来ガラスが

一般に広く用いられてきた｡しかしこのレ

ンズの場合,面がイこ連続な段違い面となっ

ているため,ガラスを用いることは不可能

となる｡そこでこの場合､アクリル樹脂を

用いた｡レンズの製作は,まず止確な傾斜

面をもった多数のブロックを川一占こし,二れ

を組み合せて金型とし,この金型でアクリ

ル素材をプレスすることにより作ることが

でき･S｡

二のレンズを実用化するに当たり最も大

きな問題となったのは格子縞の問題である｡

つまり,個々のセグメントの境界によって

形成される格子縞が,露光に際Lてけい光

面の上に影となって現われるものである｡

しかし,この問題も種々の方法を試みた結

果,レンズを揺動するのが最も効果的で,

実用上問題ないレベルに軽減することがで

きた｡

このレンズを110度偏向管に応用した結

果,残留誤差を従来の50%以下にすること

ができ,白色均一性も格段に向上した｡また,

生産上からも露光台にわずかの帽正を加え

るだけで90怯偏向管と同等の容易さで生産

できるようになり,広角化に起閃する問題

を解消することができた｡以上110度管で

.滋明したか,90度管に応用しても好結果か
狩られることは当然である｡




